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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
-

長

渡

辺

慶

吉

昭
和
四
十
三
年
六
月
三
日
第
八
九
号
を
以
て
公
布
さ
れ
た
、

社
会
保
険
労
務
士
法
が
、
昨
年
十
二
月
二
日
施
行
、
同
年
六
月

十
日
労
働
省
よ
り
社
会
保
険
労
務
士
免
許
証
の
交
付
を
受
け
、

翌
十
七
日
従
来
本
会
に
設
け
ら
れ
て
あ
っ
た
労
務
部
会
の
発
展

的
な
解
散
、
続
い
て
北
海
道
社
会
保
険
労
務
士
会
の
設
立
と
あ

報

わ
た
だ
し
い
昭
和
四
十
四
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
の
要

会

請
に
よ
り
法
律
と
し
て
公
布
さ
れ
た
社
会
保
険
労
務
士
法
で
あ

士

り
ま
す
。

喜
一

北
海
道
に
於
け
る
そ
の
大
部
分
は
実
質
的
な
社
会
保
険
労
務

政

士
免
許
取
得
者
に
ま
っ
て
設
立
さ
れ
た
北
海
道
社
会
保
険
労
務

行

土
会
の
会
員
は
、
大
多
数
北
海
道
行
政
書
士
会
の
会
員
か
ら
成

道

っ
て
居
る
現
況
に
か
ん
が
み
、
本
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
北
海

海

道
社
会
保
険
労
務
士
会
の
育
成
発
展
の
た
め
に
は
出
来
得
る
限

し
し‐コ

リ
の
援
助
と
協
力
を
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と
存
じ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

御
承
知
の
通
り
、
行
政
書
士
業
務
の
一
部
門
で
あ
り
ま
し
た

社
労
部
門
が
新
に
土
法
と
し
て
誕
生
独
立
し
、
更
に
又
、
行
政

書
士
業
務
の
部
門
よ
り
○
○
士
法
等
何
時
出
来
上
ら
な
い
と
も

競
予
測
す
る
事
が
出
来
得
な
実

情
に
あ
り
ま
す
o
臨
時
行
政
調

明
査
会
で
は
行
政
簡
素
化
と
し
て
の
そ
の
目
的
の
み
に
と
ら
わ
れ

眸
た
形
式
的
な
る
調
査
報
告
に
よ
っ
て
･
行
政
書
士
を
土
界
の
犠

(第49号)

此
等
幾
多
の
困
難
な
る
現
況
を
打
破
し
行
政
書
士
の
資
質
の

向
上
と
業
務
擁
護
の
た
め
に
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
に
て
行

政
書
士
法
の
大
改
正
を
目
的
に
行
政
書
士
法
改
正
特
別
委
員
会

を
設
け
、
委
員
長
に
は
青
木
大
阪
行
政
書
士
会
長
と
し
、
総
括

管
理
審
議
委
員
、
.各
委
員
制
度
化
立
案
委
員
、
改
正
基
本
法
立

案
委
員
、
法
人
化
会
則
立
案
委
員
、
報
酬
額
調
査
審
議
委
員
会

制
度
立
案
委
員
、
国
会
対
策
立
案
委
員
、
行
政
管
理
庁
、
法
制

局
対
策
立
案
委
員
等
多
数
の
委
員
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受

持
を
慎
重
審
議
さ
れ
て
作
成
さ
れ
た
行
政
書
士
法
改
正
法
案
を

自
治
省
に
提
出
、自
治
省
に
て
日
下
逐
条
審
査
中
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
行
政
書
士
が
発
展
す
る
か
否
か
は
今
回
の
行
政
書
士

法
の
大
改
正
を
な
し
得
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
と

云
う
も
過
言
で
は
な
い
と
信
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
行
政
書
士
法
改
正
法
案
が
政
府
提
案
と
し
て
提
案
さ
れ

る
か
議
員
提
案
と
し
て
提
出
さ
れ
る
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
判
然

と
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
本
年
の
通
常
国
会
に
提
案
さ
れ
る
よ

う
、
日
行
連
に
て
努
力
中
で
あ
り
ま
す
。
提
案
さ
れ
ま
し
た
な

ら
ば
会
員
の
皆
さ
ん
へ
報
告
致
し
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
改
正

法
律
と
し
て
無
事
通
過
公
布
と
な
る
よ
う
全
会
員
の
総
力
を
上

げ
て
の
運
動
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
新
年
を
迎
え
会
員
の
一

層
の
御
健
勝
と
御
発
展
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

と
で
あ
る
。
信
仰
の
自
由
･
自
由
平
等
の
原
理
が
貫
ら
ぬ
か
れ

て
い
る
も
の
と
し
て
今
で
も
世
界
各
国
民
法
典
の
模
範
と
さ

れ
、
ま
た
商
法
･
刑
法
･
そ
の
手
続
法
等
多
く
の
基
本
法
典
を

出
し
そ
の
威
大
さ
を
現
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
財
政
･
学
制
･

宗
教
等
の
改
革
も
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
対
外
的
に
は
侵
略

性
が
強
く
戦
争
に
あ
け
く
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
部
分
を
制
圧

し
、
な
お
も
五
〇
万
の
大
軍
を
ひ
き
い
ロ
シ
ア
に
遠
征
し
た
。

ロ
軍
は
こ
れ
を
支
え
き
れ
ず
奥
地
へ
と
の
が
れ
首
都
は
兵
火
で

荒
廃
し
、
や
が
て
北
極
圏
特
有
の
吹
雪
と
寒
気
の
時
期
と
な
り

大
軍
の
食
糧
や
衣
服
が
欠
乏
し
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
凍
死
者
続
出

し
加
う
る
に
、
ロ
軍
の
反
撃
を
受
け
五
〇
万
の
大
軍
は
全
滅

し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
小
数
の
都
下
と
よ
う
や
く
パ
リ
に
帰
り
着

い
た
。
そ
れ
か
ら
国
内
で
は
暴
動
が
起
き
、
帝
位
に
即
い
て
十

年
目
に
捕
わ
れ
の
身
と
な
り
、
イ
タ
リ
ア
半
島
西
岸
エ
ル
バ
島

に
流
さ
れ
た
。
こ
の
島
は
今
で
も
人
口
三
万
程
の
小
さ
な
島
で

あ
る
。
し
か
し
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
そ
の
後
も
皇
位
を
あ
き
ら
め
き
れ
ず

ユ
ル
バ
島
を
ひ
そ
か
に
脱
出
し
フ
ラ
ン
ス
に
入
り
再
び
皇
位
に

か
え
り
咲
い
た
。
と
こ
ろ
が
ま
た
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
に
破
れ

百
日
天
下
に
お
わ
り
、
今
度
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
西
岸
方
セ
ン
ト

ヘ
レ
ナ
島
に
流
さ
れ
、
こ
こ
で
生
涯
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
遺
骸
は
一
八
四
〇
年
バ
リ
ー
の
ア
ン
ヴ
ブ
リ
ッ
ド
に
移
さ

れ
ね
ん
ご
ろ
に
石
棺
に
埋
納
さ
れ
て
い
る
。
観
光
客
達
は
そ
れ

を
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
以
上
の
よ
う
な

生
涯
を
送
っ
た
が
、
今
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
英
雄

と
し
て
尊
敬
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。

業

務

資

料

○
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
設
立

ゞ
許
可
申
請
書

報会±書政行道海ししJ話 昭和45年 1月篭日
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萠
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日
本
で
は
秀
吉
な
ど
は
偉
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
尾
張
中
村

〔名
古
屋
)
の
貧
し
い
足
軽
百
姓
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
小
さ

い
と
き
父
を
失
い
絮
父
に
育
て
ら
れ
て
い
た
。
縦
父
は
大
の
酒

の
み
で
つ
ら
く
あ
た
る
の
で
秀
吉
は
、
家
か
ら
出
て
野
宿
を
す

る
こ
と
が
多
く
、
よ
く
川
辺
の
繋
ぎ
舟
に
む
し
ろ
を
敷
い
て
夜

を
遺
し
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
野
武
士
の
家
来
に
な
り
、
更
に

偉
く
な
り
そ
う
な
主
人
を
探
し
信
長
の
家
来
に
な
っ
た
。
そ
し

て
信
長
の
ゾ
ー
リ
取
り
に
出
世
し
、
寒
い
朝
な
ど
は
ゾ
ー
リ
を

僕
に
入
れ
あ
た
た
め
て
い
た
な
ど
有
名
な
話
が
あ
る
。
だ
ん
だ

ん
重
く
用
い
ら
れ
、
幾
度
も
戦
争
に
出
た
が
、
戦
は
上
手
で
負

け
戦
は
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
後
に
信
長
の
地
位
を
継
ぐ
よ

-----。

の

ナ
ポ
レ
オ
ン

,

そ
の
秀
吉
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の
出
世
コ
ー
ス
を
と

っ
た
人
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
あ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
秀

吉
よ
り
は
一
三
〇
年
程
後
の
一
七
六
九
年
に
地
中
海

の
コ
ル
シ
カ
島
で
貴
族
の
家
に
生
螫
れ
て
い
る
。
そ

し
て
バ
リ
の
士
官
学
校
へ
は
十
五
歳
で
入
学
し
、

卒
業
し
て
砲
兵
士
官
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
と

き
戦
功
が
あ
り
総
裁
政
府
の
も
と
で
軍
司
令
官
に
進

み
、
イ
タ
リ
ア
そ
の
他
に
遠
征
し
フ
ラ
ン
ス
の
国
威

を
あ
げ
た
。
そ
の
後
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
統
領
に

就
任
し
、
更
に
一
八
〇
四
年
国
民
投
票
で
フ
ラ
ン
ス

初
代
皇
帝
の
位
に
叩
い
た
の
で
あ
る
。

の

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ロ
ー
マ
法
王
か
ら
王
冠
を
も
ら
い

戴
冠
式
は
バ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
で
あ
げ
た
。

そ
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
は
セ
ー
ヌ
川
の
ほ
と
り
の

環
境
の
よ
い
と
こ
ろ
で
、
三

夫
三
年
か
ら
三
百
年
近
く
も
か

か
っ
て
完
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
一
の
寺
院
で
あ

る
。
寺
院
内
に
は
名
工
作
の
聖
母
マ
リ
ア
の
像
、最
後
の
審
判
、

キ
リ
ス
ト
の
先
祖
そ
の
他
多
く
の
キ
リ
ス
ト
関
係
の
彫
像
が
あ

り
、
ま
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ
り
、
バ
ラ
の
窓
と
い
わ
れ
美

し
い
模
様
と
色
合
が
あ
ざ
や
か
で
観
光
客
の
目
を
う
ぼ
っ
て
い

た
。
こ
の
寺
院
で
は
国
の
大
き
な
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
が
特
に

珍
ら
し
い
の
は
英
国
ヘ
ン
リ
i
六
世
の
戴
冠
式
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
戴
冠
式
の
様
子
は
先
に
述
べ
た
ベ
ル
サ

イ
ユ
宮
殿
の
壁
画
と
凱
旋
門
に
か
か
げ
ら
れ
て
あ
り
、
王
冠
は

ベ
ル
サ
イ
ュ
宮
殿
に
今
も
金
色
さ
ん
ぜ
ん
と
し
て
保
存
さ
れ
て

あ
る
。

⑬

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
功
罪

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
国
民
的
な
支
持
を
受
け
、
内
政
に
お
い
て
特

筆
さ
れ
る
こ
と
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
を
編
さ
ん
完
成
し
た
こ

m
:

、-′
>‘“-'-
“‘“‐--“‘-“-“
tt““-‐
“イ
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渡
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慶

吉
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幌
)

藤

山

利

夫
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"
)

佐

藤

幸
之
助
(
〃

)

竹

原

健
治
郎
(函
館
)

犬

飼

竹

治
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幌
)

鈴

木

次

男
(
〃

)
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"
)
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沢
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〃

)
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"
)
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郎
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)
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)
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)
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)
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)
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勇
(釧
路
)
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則

善
(日
高
)

樋

脇

雅

美
(札
幌
)

関

野

久

吉
(留
萠
)

細

井

伊
三
郎
(小
樽
)

榎

波

弥

一
郎
(十
勝
)

渡

辺

駒

蔵
(旭
川
)

石

造
,
政

治

(札
幌
)
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に
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財
団
法
人
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可
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を
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言
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か
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に
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す
る
場
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設
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書

北 海 道 行 政 書 士 会 報

遺
言
者
何
某
は

年

月

日
別
紙
公
正
証

書
に
よ
り
寄
附
行
為
を
も
っ
て
何
々
を
設
立
し
よ
う

と
し
、
年

月

日
死
亡
し
ま
し
た
か
ら
、
遺

言
の
趣
旨
に
よ
る
財
団
法
人
と
し
て
御
許
可
下
さ
れ

た
く
別
紙
遺
言
書
及
び
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
す

る
。

年

月

日

何
都
市
区
町
村
大
字
番
地

財
団
法
人

何
某
設
立
者

遺
言
者

何

某

何
郡
市
区
町
村
大
字
番
地

右
何
某
遺
言
執
行
者

申
請
人

何

某

◎

同
大
臣

何

某

殿

〔参
照
条
文
〕
1
、
民

三
四

(注
解
)
ー
、
添
附
書
類
、
遺
言
書
、
戸
籍
謄
本

0
財
団
法
人
の
設
立
を
目
的
と
す
る

遺
言
に
よ
る
寄
附
行
為

人
社
団
法
人
の
設
立
を
目
的
と
す
る
遺
言
に
よ
る

寄
附
行
為
V

遺

言

書

遺
言
者
何
某
は
財
団
法
人
設
立
の
寄
附
行
為
の
た
め

左
の
遺
言
を
す
る
。

何
々
研
究
会
設
立
寄
附
行
為
に
関
す
る
規
定

以̂
下
生
前
処
分
に
よ
る
寄
附
行
為
に
準
ず
る
)

(第49号)

-
右
遺
言
を
正
確
な
ら
し
め
る
た
め
、
遺
言
者
自
ら
と　　

昭和45年 t月15日
昭和45年 l月-5日

、
参

考
、

昭
和
四
十
四
年
度

の
証
書
の
全
文
を
書
き
且
つ
左
に
日
附
及
び
氏
名
を

自
書
し
印
を
お
し
た
。

年

月

日

何
郡
市
区
町
村
大
字
番
地

遺
言
者

何

某

@

〔参
照
条
文
〕
1
、
民

三
九
、
九
六
○
以
下

(注
解
)

1
、
遺
言
に
つ
い
て
は
遺
言
の
書
式

(六
八
)
以
下
参
照
。

0
営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
団
法
人
定
款

変
更
認
可
申
請
書

人
営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
団
法
人
定
款
変
更
の

許
可
を
主
務
大
臣
に
申
請
す
る
場
合
V

定
款
変
更
認
可
申
請
書

何
部
市
区
町
村
大
字
番
地

申
請
人

社
団
法
人

何

々

右
代
表
者
理
事

何

某

同

何

某

同

何

某

右
何
々
(法
人
の
名
称
)
は

年

月

日

の
通
常
総
会

(又
は
臨
時
総
会
)
に
お
い
て
そ
の
定

款
を
別
紙
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
か
ら
、
認
可
下

さ
る
よ
う
別
紙
定
款
変
更
の
決
議
書
を
添
え
て
申
請

す
る
。年

月

日

何
ぎ
大
臣

何

某

で
参
照
条
文
〕
1
、
民
三
八

か

　
　

　

右

何

某

◎

何

某

◎

何

某

⑤

臣

何

某

殿

文
〕
1
、
民
三
八

む

　　

(注
解
)
1
、
添
附
書
類
、

定
款
変
更
の
決
議
書

(後
記
の
通
り
)

0
営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
団
法
人
定
款

変
更
決
議
書

八
営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
団
法
人
の
定
款

変
更
決
議
書
V

年

月

日
何
郡
市
区
町
村
大
字
番
地
に

お
い
て
開
い
た
何
々
(法
人
の
名
称
)通
常
総
会

(又

は
臨
時
総
会
)
に
お
い
て
社
員
の
四
分
の
三
以
上
の

同
意
を
も
っ
て
定
款
変
更
に
関
し
左
の
通
り
決
議
し

た
。何

々
(法
人
の
名
称
)
定
款
中
次
の
と
お
り
変
更

す
る
。
第
同
条
を
次
の
と
お
り
改
め
る
。

　4▲ー

何
々

第
何
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

何
々

第
同
条
何
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
、
第
何
項
中

｢何
々
｣
を

｢何
々
｣
に
改
め
る
。

何
々

第
何
条
中

｢何
々
｣
の
下
に
｢何
々
｣
を
加
え
、

｢何
々
｣
の
下
に
｢何
々
｣
を
削
除
す
る
。

第

何

条

り

除

　　

右
決
議
を
明
確
に
す
る
た
め
定
款
第
何
条
に
よ
り

理
事
左
に
署
名
す
る
。

年

月

日

何
々
(法
人
の
名
称
)
理
事

何

某

◎

同

何

某

⑭

同
r

何

某

◎

く
、
そ
の
か
し
を
理
由
と
し
て
取
り
消
し
得
る
に
と
ど
ま
る

も
の
は
ど
れ
か
。
そ
の
番
号
一
つ
を
え
ら
び
、
0
で
か
こ
み

な
さ
い
。

ー
、
相
手
方
の
贈
賄
に
基
づ
く
営
業
許
可

2
、
収
入
役
が
行
な
っ
た
営
業
許
可

3
、
申
請
に
基
づ
か
な
い
営
業
許
可

4
、
死
人
に
与
え
た
営
業
許
可

5
、
書
面
に
よ
ら
な
い
で
な
し
た
営
業
許
可

間
5

代
執
行
は
、
次
の
い
ず
れ
の
場
合
に
な
し
う
る
か
。
そ

の
番
号
一
つ
を
え
ら
び
、
0
で
か
こ
み
な
さ
い
。

ー
、
即
時
強
制
を
行
な
っ
て
も
効
果
が
期
待
さ
れ
な
い
場
合

2
、
行
政
上
の
代
替
的
作
為
義
務
の
不
履
行
の
あ
る
場
合

3
、
不
作
為
義
務
の
不
履
行
に
よ
り
一
般
公
衆
に
重
大
な
支

障
を
及
ぼ
し
た
場
合

4
、
一
身
に
関
す
る
警
察
義
務
の
違
反
に
対
し
て
直
接
強
制

で
き
な
い
場
合

5
、
公
法
上
の
金
銭
給
付
義
務
に
つ
い
て
不
履
行
の
あ
る
場

合

間
6

現
行
の
地
方
自
治
制
度
は
、
住
民
の
意
思
に
基
づ
い

て
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
代
表
民
主

制
と
直
接
参
政
の
制
度
を
定
め
て
い
る
。

次
は
、
直
接
参
政
制
度
に
基
づ
く
請
求
権
を
列
挙
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
か
ら
住
民
単
独
で
請
求
す
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
の
番
号
一
つ
を
え
ら
び
、0
で
か
こ
み
な
さ
い
。

ー
、
条
例
の
制
度
改
廃
の
請
求
権

2
、
議
会
の
解
散
請
求
権

3
、
議
員
、
長
の
解
職
請
求
権

4
、
主
要
公
務
員
の
解
職
請
求
権

5
、
住
民
監
査
請
求
権

間
7

｢時
効
｣
は
、
あ
る
事
実
状
態
が
一
定
期
間
継
続
し
た

場
合
に
、
そ
の
状
態
が
は
た
し
て
真
実
の
権
利
関
係
に
合
致

す
る
か
否
か
を
問
わ
ず
に
そ
の
事
実
状
態
を
そ
の
ま
ま
法
的

に
正
し
い
も
の
と
認
め
よ
う
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
、

ー う -

行

政

書

士

試

験

問

題

昭
和
四
十
四
年
十
月
二
十
五
日
実
施

容
云
報

附

録
〕

ら
ぴ
に
わ
れ
ら
の
決
定
す
る
諸
小
島
に
局
限
せ
ら
る
べ

し
｣

(ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
)

2
、
国
家
権
力
が
対
外
的
に
独
立
性
を
保
つ
権
力

3
、
基
本
的
人
権
と
公
共
の
福
祉
を
調
和
さ
せ
る
権
力

4
、
国
の
政
治
の
あ
り
方
を
最
終
的
に
決
定
す
る
権
力

5
、
公
権
力
を
行
使
す
る
者
を
任
命
、
解
職
す
る
権
力

間
3

地
方
自
治
法
第
一
四
条
は
、
｢普
通
地
方
公
共
団
体

は
、
法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
第
二
条
第
二
項
の

事
務
に
関
し
、
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
｣
と
定
め

て
い
る
。
こ
こ
に
い
う

｢法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
｣
の
解

釈
と
し
て
妥
当
な
も
の
の
番
号
一
つ
を
え
ら
び
、
0
で
か
こ

み
な
さ
い
。

ー
、
法
令
と
は
法
律
と
政
令
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ

て
、
こ
れ
に
違
反
し
な
け
れ
ば
制
定
で
き
る
。

2
、
法
令
に
｢
!
･う
い
て
は
条
例
で
定
め
る
｣
旨
の
委
任

規
定
が
あ
る
場
合
の
み
制
定
で
き
る
。

3
、
法
令
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
憲
法
に
違
反

し
な
い
限
り
、
い
か
な
る
規
定
を
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な

い
。

4
、
法
令
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
条
例
で
規
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
と
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

5
、
条
例
を
制
定
す
る
場
合
、
法
令
に
違
反
し
な
け
れ
ば
よ

い
の
で
、
条
例
の
解
釈
運
用
に
お
い
て
法
令
に
違
反
す
る

よ
う
な
場
合
が
あ
っ
て
も
や
む
を
得
な
い
。

問
4

次
に
掲
げ
る
行
政
行
為
の
う
ち
、
当
然
に
無
効
で
は
な

業

務

関

係

法

令

間
ー

憲
法
第
一
一
条
は
、

｢国
民
は
す
べ
て
の
基
本
的
人
確

報
臍

の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る

.会
[

基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し

士

て
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
る
｣
と
規
定
し
て
い

書
【

る
が
、
こ
れ
は
、
基
本
的
人
権
が
国
家
権
力
に
よ
っ
て
、
み

だ
り
に
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
を
示
す
も
の

政

で
あ
っ
て
、
絶
対
的
に
制
限
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す

行

も
の
で
は
な
い
o

道
一

次
の
各
項
に
つ
い
て
、
そ
の
行
使
を
制
限
さ
れ
る
か
否
か

海
~

に
つ
い
て
、
制
眼
さ
れ
る
場
合
は
○
を
、
制
限
さ
れ
な
い
場

ヒ

合
は
x
を

^
)
の
な
か
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。

ゴ

ー
、
公
共
の
福
祉
に
反
す
る
と
き

(

)

2
、
行
政
上
の
通
達
に
よ
り
制
限
す
る
と
き

^

)

3
、
行
政
命
令
に
よ
り
制
限
す
る
と
き

(

)

4
、
国
の
存
立
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き

(

)

5
、
権
利
の
濫
用
と
な
る
と
き

(

)

間
2

｢主
権
｣
と
い
う
言
葉
は
い
る
い
る
な
意
味
に
使
用
さ

れ
る
。
例
え
ば

｢天
皇
主
権
か
ら
国
民
主
権
へ
｣
と
い
う
場

合
の
主
権
と
、

｢主
権
は
国
家
に
あ
る
｣
と
い
う
場
合
の
主

号9

権
と
は
、
そ
の
表
わ
す
意
味
が
異
な
る
。
で
は
前
者
の
場
合

鰍
の
主
権
の
意
味
と
し
て
最
も
妥
当
な
も
の
の
番
号
-
つ
を
え

ら
び
、
0
で
か
こ
み
な
さ
い
。

ー
、

｢
日
本
の
主
権
は
、
本
州
、
北
海
道
、
九
州
、
四
国
な



　　
　　　
　　
　
　
　
　　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　　
　
　
　
　　　　
　　
　
　　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　　　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　　　　　　　
　
　
　
　　
　
　
　　　
　

次
の
う
ち
、
諜
ま
っ
て
い
る
も
の
の
番
号
一
つ
を
え
ら
び

-

4
、
行
政
書
士
甲
は
、
補
助
者
乙
を
し
て
丙
に
使
い
を
出
し

ー
、
そ
の
業
務
を
他
人
に
行
な
わ
せ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

O
G
か
こ
み
な
さ
ぃ
o

た
o
乙
は
丙
に
対
し
て
千
円
と
ぃ
う
と
こ
ろ
を
誤
ぞ

-

籤

者
を
置
ぃ
て
そ
の
業
務
の
湧

を
さ
せ
“
こ
と
ば
さ

号

ー
、
時
効
の
効
果
は
、
援
用

(時
効
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け

方
円
と
言
っ
た
。

し
つ
か
え
な
い
。

第

る
も
の
が
時
効
の
利
益
を
受
け
る
意
思
表
示
を
す
る
こ

5
3
補
助
者
甲
は
、
試
し
に
で
た
ら
め
な
契
約
書
を
作
成

2
、
不
正
又
は
不
当
な
手
段
で
、
依
頼
を
誘
致
す
る
よ
う
な

と
。)と
、
放
棄

(時
効
の
利
益
を
受
け
な
い
と
い
う
意
思
‐

し
、
乙
に
郵
送
し
た
ら
、
乙
は
す
っ
か
り
そ
の
契
約
書
を

行
為
を
し
な
い
こ
と
。

表
示
を
す
る
こ
と
)
に
よ
っ
て
確
定
す
る
。

信
用
し
て
し
ま
っ
た
。

3
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
業
務
上
取
り
扱
っ
た
事
項
に
つ

2
、
時
効
の
効
果
と
し
て
、
権
利
の
得
喪
を
生
ず
る
が
、
そ

間
m

‐行
政
書
士
の
業
務
は
行
政
書
士
法
に
基
づ
き
、
他
人
の

い
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
行

の
効
果
は
･
時
効
期
間
の
最
初
に
は
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
o

依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
、
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
と
か

政
書
士
で
な
く
な
だ

後
は
こ
の
限
り
で
な
い
o

3
、
時
効
に
は
、
取
得
時
効
と
消
滅
時
効
と
が
あ
る
。

権
利
競
務
又
は
事
実
証
明
に
関
す
る
書
類
を
作
成
す
る
こ
と

4
、
法
令
又
は
依
頼
の
趣
旨
に
反
す
る
書
類
を
作
成
し
な
い

4
･
裁
割

は
･
当
讓

が
時
効
の
援
用
を
し
な
け
れ
ば
･

に
あ
る
が
･
し
か
し
･
こ
の
よ
う
な
業
務
で
あ
っ
て
も
･
他

こ
と
o

こ
れ
に
よ
っ
て
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

務
を
行
な
う
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
、
平
易
簡
明
な
文
章
で
字
画
を
明
確
に
記
載
し
、
作
成

報

5
、
こ
の
制
度
の
根
底
に
は
｢権
利
の
上
に
眠
れ
る
者
を
保

次
脂
煽
げ
る
事
項
の
う
ち
、
行
政
書
士
が
そ
の
業
務
を
行

し
た
書
類
の
末
尾
又
は
欄
外
に
作
成
の
年
月
日
を
付
記

護
し
な
い
こ
と
い
う
思
想
が
あ
る
。

な
う
こ
と
が
可
能
な
も
の
は
荒

か
･
そ
の
番
号
-
つ
を
ぇ

し
･
署
名
し
て
職
印
を
押
印
す
る
こ
と
o

会̂
問8、垳檄癪壯岬憲ぶ閖弾飜
潴姥杉ち魁ぼ忌妙靴歎紗

ら
び
0
で
か
こ
み
な
さ
い
o

･;

問芝
知事虞
二行教書±
の登録を受財丈緒が
次
のもげ

一

▲書

颯鶏
類藤嬢
増潮釧浚a赫からそ
の番
号÷
つをえら

ーだ蝋鍋淺縢鷲岨轍竣も粋認鑄嬬ば獣潮婿際ど縞堀

驫赫批嫁当け橋場蛤来駕い双桝港絲鱗鬱難例列鰯拗

庁

政
い

ぴ
、
0
で
か
こ
み
な
な
い
。

な
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
書
類
を
作
成
す
る
こ
F
%

録
の
抹
消
に
該
当
し
な
い
も
の
は
ど
れ
か
0
そ
の
番
号
-
つ

サ

一行
~

1
、
乙
所
有
の
±
地
三
0
0
話
を
売
る
こ
と
。

2
、
所
得
税
、
法
人
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
事
業
税
、
市

を
え
ら
び
、
0
で
か
こ
み
な
さ
い
。

道

2
、
乙
の
友
人
丁
か
ら
一
0
0
万
円
借
用
す
る
こ
と
。

町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
又
は
財
産
税
に
関
し
、申
告
書
、

ー
、
そ
の
業
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
旨
の
届
出
を
し
た
と
き

海

3
、
乙
所
有
の
土
地
と
東
京
都
所
有
の
土
地
を
交
換
す
る
こ

申
請
書
、請
求
書
、
そ
の
他
税
務
官
公
署
に
提
出
す
る
書

2
、
他
の
都
道
府
県
に
お
い
て
行
政
書
士
の
登
録
を
受
け
て

m北

4
芝
“
所
有
の
家
を
増
築
す
る
こ
と
0

3類
慢焔
鰄
鮒
謠
な愛げ
て･
そ
の者
が裁
判所
又
は検察

3
も
劾
於
効だ
撞
執
雙行
‘
‘
“
の“
“
を受
“
“
‘“
0

問
9

虚
偽
表
示
の
例
は
ど
れ
か
。
そ
の
番
号
-
つ
を
え
ら
び

庁
に
提
田
す
る
書
類
を
代
っ
て
作
成
す
る
こ
と
0

5
･
醤
落
産
者
の
宣
告
を
受
け
を

き
o

o
で
か
こ
み
な
さ
い
。

4
、
不
動
産
の
表
示
に
関
す
る
登
記
に
つ
き
、
必
要
な
±
地

間
総

次
は
、
行
政
書
士
の
補
助
者
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で

ー
、
行
政
書
士
甲
は
、
乙
の
依
頼
に
よ
り
書
頼
を
作
成
す
る

又
は
家
屋
に
関
す
る
調
査
、
測
量
又
は
申
請
手
続
を
す
る

あ
る
が
、
正
し
い
も
の
の
番
号
一
つ
を
え
ら
び
、
o
で
か
こ

日

檻残熱書むbゐ緋籤靜芝嬉次が娑櫻は%を-00

5
もし抄録潮及
び社
会
保
険
にふ関
す
る法
令
に基
づ
い
て
、
行

み
な
さ
い
0

別

2
、
行
政
書
士
甲
は
、
司
法
書
士
の
資
格
が
な
い
の
に
も
か

政
機
関
等
に
提
出
す
る
申
請
書
、
届
出
書
、
報
告
書
そ
の

ー
、
補
助
者
は
つ
ね
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

鰔

か
わ
ら
ず
｢司
法
書
士
･
行
政
書
士
｣
の
看
板
を
掲
げ
て

他
の
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
。

2
･
穰

者
を
置
か
な
く
な
っ
た
と
き
･
知
事
に
届
け
な
げ

.

耕

あ
る
0

.

““い…談鰯前激増牡鰺撲糊認桁鞏蛸彬漱常鰍叙鰊旋法

3
漱
搬
嗽
都
繭
も
黎
道
府
県
知
事
の認
可
を受
け
た
場
合
に

限
り
置
く
こ
と
が
で
き
･る
。

　　　

　
　
　
　

-‘
“
･
‘
“
-
“

,≦
ぴ･“G
で
がご
友
痰
さ
どQ,
,-
-
-

-
“
‘
ゞ
袋

,

-

ゾ
、

す
る
ご
と
説
く
り
を
輔
導
刊
輸
と
バ
う
0

日

許
可
が
あ
れ
ば
よ
い
o

l
･
行
轢
書
±
法
違
反
の
罪
は
･
す
べ
て
摸
告
里▲#で
あ
る
o

5主規律
の縮
首
隠嘉
叡弼
瑚鷆残
虐な
刑罰
ではな
い･

月

5
、
補
助
者
は
、
行
政
書
士
会
会
長
の
同
意
が
な
け
れ
ば
置

2
、
行
政
書
士
で
な
い
者
が
葉
と
し
て
行
政
書
士
の
業
務
を

と
す
る
の
が
判
例
の
態
度
で
あ
る
。

く
こ
と
は
で
き
な
い
。

行
な
っ
た
場
合
罰
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
を

間
卸

｢
は
ん
こ
｣
は
私
達
の
経
済
生
活
に
重
要
な
役
割
を
果

終

問
淡

の
う
ち
正
“
い
も
の
の
番
号
#

えら
3

で

｢行
政
甕

い
丸

し
て
い
を

特
に
区
市
町
村
長
が
証
明
交
付
す
る
印
鑑
証
明

昭

か
こ
み
な
さ
い
。

3
、
行
政
書
士
法
違
反
に
対
す
る
罰
則
は
、
す
べ
て
罰
金
で

書
が
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
本
人
と
の
同
一
性
を
も
証
明

!
、
行
政
書
士
は
、

｢
〔氏
名
)
行
政
書
士
｣
と
い
う
表
札

あ
る
。

し
、
あ
る
い
は
信
頼
さ
れ
る
緩
能
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば

を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
、
行
政
書
士
で
な
い
者
が
業
と
し
て
行
政
書
士
の
業
務
を

公
証
人
は
こ
れ
を
証
明
資
料
と
し
て
本
人
と
認
定
し
、
登
記

2
、
行
政
書
士
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
依
頼
を
拒

行
な
っ
た
場
合
で
も
、
報
酬
額
に
定
め
ら
れ
た
報
酬
を
得

所
や
金
融
機
関
等
に
お
い
て
も
一
応
本
人
の
行
為
と
し
て
推

む
こ
と
が
で
き
な
い
o

て
い
れ
ば
罰
せ
ら
れ
な
い
o

定
し
て
い
る
o
こ
の
た
め
区
市
町
村
に
お
け
る
印
鑑
に
関
す

3
、
行
政
書
士
は
、
出
張
所
を
廃
止
し
た
と
き
に
は
、
そ
の

5
、
行
政
書
士
法
違
反
に
対
し
て
は
、
日
本
行
政
書
士
連
合

る
事
務
の
取
扱
い
は
、
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
処
理
さ
れ
て

報

旨
を
知
事
に
届
け
る
必
要
は
な
い
o

会
が
第
一
次
裁
判
権
を
有
す
る
。

い
る
。

会

4
、
行
政
書
士
は
、
毎
年
十
二
月
末
日
ま
で
に
年
計
報
告
を

問
“

私
法
上
の
権
利
は
、
内
容
た
る
利
益
を
標
準
と
す
る
分

次
は
東
京
都
に
お
け
る
各
区
市
町
村
長
の
行
な
う
印
鑑
登

士

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

類
、
作
用

(効
力
)
を
標
準
と
す
る
分
類
、
効
力
の
範
囲
を

録
及
び
印
鑑
証
明
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ

{書

,長崎檄鑽壯祕げ獺螂娃嬢湖吋%“11･111村

燃轢髭丹猛鈴願鷹取扮拗総称鷆参れ雑彌を鍋勧ザを
溺
ぴ
征
し
い
、
の
の
“
“
“
“
を
え
ら
“
、
0
で
“
こ
み
な

-

政

間
博

次
は
、
行
政
書
士
会
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る

つ
を
え
ら
び
、
0
で
か
こ
み
な
さ
い
。

ー
、
印
鑑
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
は
、
全
国
統
一
的
に
処

7

擶
泌
掟

。
い
お

“
“
畳

を

を
,
。
で
“
派
な

報

緘
繃

燐

奪
翻

弄

%
“
叢

る
の
で
“
･
な
･
項
を
･
“
で
定
簗

-

海

1
、
行
政
書
士
会
を
退
会
で
き
る
の
は
、
疾
病
及
び
他
の
都

5
、
身

分

権

2
、
印
鑑
に
関
す
る
事
務
は
、
区
市
町
村
長
が
処
理
す
べ
き

ヒ

道
府
県
へ
の
転
居
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。

間
旧

｢
一
般
人
は
遡
行
を
禁
ず
｣
と
い
う
立
札
が
立
っ
て
い

事
務
で
あ
る
か
ら
、
当
該
区
市
町
の
条
例
に
基
づ
い
て
行

2
、
行
政
書
士
会
の
会
則
の
変
更
に
も
都
道
府
県
知
事
の
認

る
と
き
、
部
内
関
係
者
な
ら
通
行
し
て
も
よ
い
と
す
る
の

な
わ
れ
、
東
京
都
は
関
与
し
な
い
。

可
が
必
要
で
あ
る
。

は
、
次
の
ど
の
解
釈
に
あ
た
る
か
。
そ
の
番
号

一
つ
を
え

3
、
印
鑑
に
関
す
る
事
務
の
取
扱
い
は
、
全
国
統
一
的
に
処

3
、
東
京
都
の
よ
う
に
人
口
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
、
知
事
の

ら
ぴ
0
で
か
こ
み
な
さ
い
。

理
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
法
律
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
の

認
可
を
受
け
、
行
政
書
士
会
を
二
つ
設
立
す
る
こ
と
が
で

ー
、
縮
少
解
釈

2
、
文
字
解
釈

3
、
拡
張
解
釈

で
、
所
管
省
で
あ
る
自
治
省
の
取
扱
い
基
準
に
よ
っ
て
い

き
る
。

4
、
反
対
解
釈

5
、
勿
論
解
釈

る
。

一

4
、
行
政
書
士
の
登
録
数
が
百
名
に
満
た
な
い
県
は
、
政
令

間
鴨

次
は
刑
罰
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
誤
ま
っ
て

4
、
印
鑑
に
関
す
る
事
務
は
、
区
市
町
村
長
が
処
理
す
べ
き

で
、
隣
接
す
る
県
と
合
同
で
一
つ
の
行
政
書
士
会
を
設
立

ー
ー
ー
ー

事
務
で
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
区
市
町
村
で
各
条
例
を
定

-

す
る
こ
と
が
、
特
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

い
る
も
の
の
番
号
一
つ
を
え
ら
び
、
0
で
か
こ
み
な
さ
い
。

め
ず
、
規
則
の
み
に
よ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

号

5
、
行
政
書
士
鴎

合
格
者
は

登
録
し
な
く
て
も
行
政
書

1
、
現
行
獅
“
熟

刑
と
し
て
1
1
を
“
“
し
‘
い
を

5
、
印
鑑
に
関
す
る
事
務
は
区
市
町
村
長
が
処
理
す
べ
き
事

‐

僞
間崎士鱗
解し人綸歓酎
髭湊違反
にかかる罰則
に
ついて述

“勉姻飜
氷樹乱費視＼"難
儀動態就奪わ劭薇“に

務
で
あ
る
か
ら
当
該
区
市
町
村
の条
例
に
基
づ
き
処
理
さ

ー

3
、
午

.

‘

.＼

‐一の
刑
で
は
な
い
。

れ
て
い
る
が
、
東
京
都
は
特
別
区
相
互
間
の
調
整
を
ほ
か

べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
正
し
い
も
の
の
番
号
一
つ
を
え
ら

4
、

｢
刑
罰
は
犯
人
の
教
育
改
善
を
目
的
と
す
る
も
の
と
解

る
た
め
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
調
整
条
例
を
定
め
て
い
る

　

　

　
　
　

　　
　　
　

　
　
　　

　


